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『ジャン＝リュック・ナンシーの哲学 

――共同体、意味、世界』 
西山雄二・柿並良佑編 

本体1,800円＋税 新書判 380頁  ISBN:978-4-924671-62-1 
 

【本書の内容】 

2021 年 8 月に急逝したフランスの哲学者ジャン＝リュック・ナンシー

（Jean-Luc Nancy 1940-2021）の思想をめぐる学術シンポジウムの発言全

記録に、大幅に加筆修正（詳細な註・年譜・文献目録を付す）。2022 年 9

月、東京・日仏会館で 2日間にわたって行われたシンポジウムには、国内

外から 15 名の研究者が参加した。幅広い領域からの発言のすべてが、ナ

ンシーの哲学への誘いとなる。ナンシー哲学への入門書の決定版。 

【編者】 

西山雄二 東京都立大学人文社会学部教授。二〇世紀フランス思想・文学。 

柿並良佑 山形大学人文社会科学部准教授。現代フランス哲学、表象文化論。 

【執筆者と掲載論文】 

Ⅰ ナンシー哲学の原像＝Mêmaltération ──ナンシー、同という他化（柿並良佑）／ナンシーにおける

singulier pluriel について──なぜ複数の……があるのか、ひとつではなく（澤田直）／哲学の転生、ま

たは〈分有〉の未来 （西谷修）／非人間的なものたちとの共存？──ジャン゠リュック・ナンシーにおける

エコロジーについて（ジェローム・レーブル［黒木 秀房訳］）／共同体の不可能な可能性（ジャコブ・ロゴ

ザンスキー［松葉類訳］） 

Ⅱ 同時代への参与＝三〇年後の「政治的なもの」（松葉祥一）／闇のなかの遠くへの眼差し──ジャン゠

リュック・ナンシーによるヨーロッパ論（西山雄二）／戦争、あるいは限界で生きることを学ぶ（鵜飼哲） 

Ⅲ 思考の共同性のなかで＝無限なものの水平圏内で──彗星スピノザに感応するナンシー（合田正人）／

途切れつつ続く流れ──ナンシーとブランショ（郷原佳以）／ナンシーとレヴィナス── sens について

（渡名喜庸哲）／一と多──ジャン゠リュック・ナンシーとアラン・バディウ（市川崇） 

Ⅳ ナンシーと共に生きる＝コルピュス（ジャン゠クレ・マルタン［吉松覚訳］）／思考の蜂起、あるいは哲

学の誕生──ジャン゠リュック・ナンシーのために（ボヤン・マンチェフ［乙幡亮訳］）／実存の縁で──ジ

ャン゠リュック・ナンシーのために（小林康夫） 

◆◆事前予約（委託）受付中！【６月５日（火）受注締切】◆◆ 
FAX：03-5244-5976もしくは電話：03-5244-5975 まで 

電子メールでのお問い合わせ、ご発注も受け付けております。info@dokushojin.co.jp 

ＦＡＸ 03-5244-5976 までご予約お待ちしております！ 
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